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2018.08 vol.24  

July 14,2018  6:36 am：ラジオ体操（寺ヶ池公園噴水広場） 

 

小山田小学校区まちづくり会 

集い  ふれあい  感動‼ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勇敢で優しい、みんなの消防団 
 

「消防団」って言葉では知っていても、消防士と

誤解をしている人も多いのではないでしょうか。消

防団とは、それぞれに仕事を持ちながら、地道に訓

練を重ね、いざという時には真っ先に災害の現場に

駆けつけてくれる、法律に基づいたボランティア的

な性格の強い組織なのです。本市の消防団の原型は

明治 33 年にできたようです。その後、河内長野市

消防本部ができたのが昭和 40 年ですから、それま

では消防団が防災を担ってきたのですね。 

今年は 9 月 2 日に大阪府消防大会が開催されます

（出場は第 7 分団天見班）。その壮行会が 7 月 23 日

に河内長野市消防本部で開催されました。島田市長

や市内外の団体が激励、応援協力に集まっていまし

たので、私たちもお伺いいたしました。 

    7 月 23 日 19：30 

河内長野市消防団 

第 10 分団（小山田地区）取材 

この大会は 4 年ごとに開催され、第 10 分団小山田

班も協力します。壮行会終了後に、4 名の団員の方に

インタビューができました。 

地元への熱い想いが原動力 

まずは尾崎幸弘さん。小山田の団員 20 名を束ねる

4 年目の分団長です。「団員だった父親から行けと言

われ、24 歳で入団し今年で 35 年。地域の役に立て

て本当に嬉しい。」と語る一方、「若い団員が入って

入れ替わっていかないと成り立たない。」と心配も募

らせます。 
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小山田の団員は定員 20 名、現在は 31 歳から 61 歳

までの方が所属。小山田自治会の方がほとんどです

が、市内在住か在勤であれば、市内のどこの分団に入

ることもできるのです。市内 10 地区の分団を合わせ

て 250 名の団員がおり、消防士や地域の自主防災組

織などと協力して災害等の対応にあたります。 

副分団長の川上勝さんも父親が団員であったこと

から 25 歳で入団、団員歴は 31 年。「地元での仕事に

もとても生かせているし、両立できるようにやりた

い。」と地元への思いを語ります。 

北野英夫さんは 3 年目の 41 歳。「まだ火事現場へ

の出動経験はないが、訓練を続けて備えたい。」と気

を引き締めます。 

 中谷佳孝さんは 9 年目の 43 歳。「小さいときから

慣れ親しんだ町に貢献できるし、メンバーの上下関

係も良好。」と仲間意識は信頼関係に繋がると語りま

す。 

「消防団」をちゃんと知ってほしい 

 「消防士と誤解されることも多く、同じ装備をし

ている訳ではないし、火の中に飛び込んで救助でき

るわけではない。」と、消防団のことを正しく理解し

てもらいたいと語るみなさん。 

 最近は、火災の件数が少なくなった代わりに、大

阪北部地震や集中豪雨のように気候変動などによる

災害への対応も増えてきています。倒木をチェンソ

ーで切断したり、ブルーシートを掛けたりと現場に 
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適応していくことが必要となってきています。 

火事場のくそ力?! 

それでも毎月必ず行うポンプ車の訓練は欠かすこ

とができません。火事の現場ではいかに訓練を積んで

いてもどんなアクシデントが起こるかわからないか

らです。「放水用の水を求めて、崖下のため池まで可

搬ポンプを運ぶこともあります。撤収する時に崖を登

るのは本当に一苦労。ポンプを置いて帰りたいと思う

時もあります。」と、“火事場のくそ力”は発揮した後 

が大変であることも明かしてくださいました。 

 

日頃の活動に感謝！ 

 そんな団員４名の表情には責任感と誇らしさが溢

れていて、自分たちの手でまちを守り、助け合って

いかねばならないという強い気持ちが伝わりまし

た。住民のみなさんの労いの言葉が勇敢な消防団員

の心の支えになるのではないでしょうか。 

分団長の尾崎幸弘さん 

左から、川上勝副分団長・尾崎幸弘分団長・北野英夫さん・中谷佳孝さん 第 10 分団 小山田屯所 
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    8 月 5 日 10：00 

おやぁまだ、あの店この店 その２ 

中谷農園 TEL：080-1416-9375 

地元では大人気の中谷農園さん 

夜になると防蛾灯のオレンジ色の明かりも

消え、桃の時期がそろそろ終わりかけのこの

日、緑ヶ丘入口の中谷農園さんの直売所（東峰

バス停横）で、園主である中谷仁大（なかたに 

よしひろ）（35）さんにお話を伺いました。 

中谷農園さんは、仁大さんの祖父の時代からこ

の小山田の地で、桃や梨などを栽培されていた

そうです。この取材を伺っている最中も次から

次へと直売所に「桃ありませんか？」「梨を発

送したいのですが」というお客さんがひっきり

なしにやってこられていました。 

実際に栽培させている梨園（なしえん）にも連

れて行ってもらいましたが、広大な敷地の梨の

木に一つ一つ紙に包まれた実を見せていただ

きましたが、これだけでも梨栽培の大変さを伺

うことができました。 

新種の梨も店頭に並びます 

 仁大さんは、高校卒業後羽曳野市にある農業大学

校に２年間通い、そこで農業の仲間と接する間に、

農業の面白さに目覚め家の農園を継ごうと思った

そうです。今はお父さんと４種類の桃・10 種類の

梨をメインに、お米も作っているとのこと。この日

は「幸水」と新種の「なつしずく」という梨が店頭

に並んでおりました。また農園の PR として、SNS

で情報を発信するなど、「もっとちゃんと農園を知

ってもらい、より多くの地域の方々とつながってい

きたい」とも思っているそうです。 

これからが梨のシーズン！ 

地元では農業を続ける方も減ってきているので、

なんとか今の農園をお父さんと一緒に維持継続し

ていきたいと願う、園主としての一面も伺うことが

できました。 

桃の時期は７月上旬〜８月上旬、梨の時期は８月

上旬〜10 月上旬、これら梨のシーズンを迎えます

ので、旬の果物を中谷農園さんでお求めになっては

いかがでしょうか？ 

中谷農園直売所 ： 河内長野市小山田町 2302-2 
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5 月 13 日（日）、今年も赤峰市民広場にて河内長

野市民まつりが開催されました。 

 小山田小学校区まちづくり会では、冒険・自然エ

リアにて開催されたスタンプラリーの受付、商品引

き渡しのお手伝いを行いました。日本農薬さんから

は花と野菜の苗を提供、またその前のテントでは、

老寿サナトリウムさんが、無料でスポーツ飲料やお

茶などを提供するサービスや看護師さんによる血

圧測定、子供たちの白衣体験などを、まちづくり会

とのコラボレーションにより開催しておりました。 

 しかし、当日は準備段階では曇り空でしたが、お

まつりが始まる午前１０時には雨が降り出し、徐々

に雨脚も強まり、お昼過ぎには市民まつり開催史上

まれに見る大雨となり、午後２時には終了となって

しまいました。それでも当日は大雨の中、カラフル

なカッパを着た子供たちや傘をさした家族連れな

ど、わざわざ冒険・自然エリアまで足を運んでいた

だいた皆さんに、少しでも喜んでいただけるよう

に、まちづくり会スタッフも万全の体制で対応しま

した。午後２時までのわずかな時間でしたが、まち

づくり会が寺ヶ池公園で行っているイベントとは

また違った、来場者の皆さまの笑顔に接することが

できた大雨の市民まつりでした。 

天候に恵まれたこの日、小山田小学校区まちづくり会健康増進

部では、新緑の寺ヶ池公園の周回コース（2.3Km）にて 2 回目と

なる、ノルディックウォーキングを実施しました。 

当日は１３名の参加者が、日本ノルディック協会の姫岡・冨田

の両講師よりポールを使った歩き方の効能、自分の身長に合った

ポールの高さ等の講和を聞き、さらには、ポールを使った準備運

動を行いました。また、講師の方の「背筋ピン！」の掛け声とと

もに歩く姿を拝見し、脳裏に焼き付けスタートしました。 

今回は、暑さを避けるためこの時間からの開催となりましたが、

途中、弁天山広場で給水休憩し、健康状態の確認、参加者の安全

を確かめてからの再出発。小鳥のさえずりを聞きながらのウォー

キングは、リズムよくポールが出ます。そして最後の急坂もポー

ルに体重を預けながら、楽に上りきることが出来ました。また、

階段の上り下りの時のポールの使い方も教えていただきました。  

    5 月 13 日 10：00 

市民まつり 

赤峰市民広場 

    5 月 26 日 09：00 

ふれあいウォーキング 

寺ヶ池公園 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小山田小学校区まちづくり会 第 7 回総会議案内容 

◇平成 29 年度事業報告・会計報告・会計監査報告 

◇平成 30 年度役員選出・専門部会部長副部長紹介 

◇会則改定 

◇平成 30 年度事業計画案・収支予算案 

平成 29 年度事業報告 

 小山田小学校区まちづくり会創設以来、まちづく

り会の基礎作りを来ない「集い」「ふれあい」「感動」

をテーマにふれあい事業、健康増進事業、環境美化

事業、視察研修事業、広報啓発事業に取り組んでま

いりました。 

 平成 29 年度もこれらの部会を中心に活動を行い、

初めての取り組みとしては、市環境政策課の廃食用

油の回収事業に協力、また校区内のマップの製作。 

活動促進のために会の Tシャツとジャンバーを製作

しました。 

    5 月 16 日 19：30 

第 7 回 総会 

あやたホール 

平成 30 年度専門部会 部長・副部長担当役員 

ふ れ あ い 部 会 部 長 皆田 末弘 

カフェチーム 副部長 上野 勉 

健康増進チーム 副部長 皆田 末弘 

地域美化・自然環境保全チーム 副部長 北條 保弘 

子どもチーム 副部長 池西 恭子 

防 災 防 犯 部 会 
部 長 牧 典生 

副部長  

広 報 啓 発 部 会 
部 長 西田 光典 

副部長 牧 典生 

 

市民公益活動支援補助金（地域まちづくり型）ハ

ード事業コースにも挑戦し、寺ヶ池公園に情報発信

と交流の場所として、「ふれあいステーション」を設

置しました。 

 一方で、まちづくり会本来の要素である校区内の

各種団体、まちづくり会個人参加者のネットワーク

作り、連携しての課題解決といった点では、なかな

か実績が挙げられていない現状があります。構成団

体である皆さま同士がネットワークを作り、情報交

換して、より効果ある活動を組み立てていきたいと

考えております。 
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平成 30 年度役員 

会 長 堀 泰明 事務局長 前田 洋雄 

副会長 久成 比呂史 会 計 西村 佐江子 

副会長 築島 肖吉 会計監査 大山 浩司 

副会長 坂上 壽彦 会計監査 牧 典生 
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 記録的な猛暑が続いていたこの日、今年もまちづくり

会主催の「夏休みふれあい学習教室」を企画したところ、

4～6 年生：12 名、1～3 年生：27 名の参加がありまし

た。今年はまちづくり会スタッフに加え、学校運営推進

委員、青少年指導員、主任児童員、また大阪千代田短期

大学の青木副学長、元教諭の方、そして小山田小学校の

先生方のご協力を得ることができ、今回の学習教室が成

功裏に終えることが出来ました。 

主催：小山田小学校学校運営委員会 

    学校支援地域本部ボランティア 

夏休みの楽しみ 

８月６日（月）と７日（火）の両日、小山田小学

校の図書室と音楽室を使って、恒例の「夏休み工作

教室」が開催されました。６日は高学年、７日は低

学年の児童が対象で合計９９名が参加しました。 

今年も工作の指導は同校学校支援地域本部（コー

ディネーター西村佐江子氏）のボランティアの皆さ

ん約３０名です。出し物は、紙箱コリントゲーム作

り：池西照美氏指導、紙のモビール作り：池西恭子

氏指導、革細工：坂口安子氏指導、竹細工：上野 勉

氏指導と盛り沢山、それぞれ子どもたちが事前に申

し込んだ工作に取り組みました。 

三並校長はじめ、先生方も協力、６日には河内長

野市教育委員会ならびに大阪府教育委員会からの

視察もあり、同校のボランティアの皆さんの長年の

取り組みが評価されている証だと感じた次第です。 

    7 月 27 日 09：00 

夏休みふれあい学習教室 

小山田小学校 パソコン教室 

地域の皆さんありがとう 

 「かわいい素敵なモビールが出来た」、「早く帰っ

てコリントゲームがしたい」と子どもたちは大満

足、楽しい１日でした。ずーっと前から材料を集め

て準備をしてくれ、今日も一生懸命教えてくれた、

地域の皆さん、ありがとうございました。 

    8 月 6 日・7 日 09：30 

夏休み工作教室 2018 

小山田小学校 図書室・音楽室 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合わせ先、 oyamada_smk@yahoo.co.jp 

2018.08 vol.24 

INFOMATION 

 

ふれあいカフェ in いきいきフェスタ 

 第 8 回いきいきフェスタ開催日に、ふれあいカフェを出店すること

になりました。いきいきフェスタご来場時は、ふれあいカフェにもお

立ち寄りください 

開催日時：2018 年 9 月 30 日（日）10：00～15：00 

場 所：市民交流センター（キックス）４階 

 

グランドゴルフ開催のお知らせ 

 この度、オータムマーケット開催日に合わせて「グランドゴルフ」

を計画しました。どなたでもご参加いただけますので、用具のない方

やルールのわからない方もこの機会に是非ご参加ください。 

開催日時：2018 年 10 月 13 日（土）10：00～11：30 

場  所：寺ヶ池公園 弁天山広場（現地集合） 

 

ふれあいカフェ in オータムマーケット 

今年も寺ヶ池公園オータムマーケット開催日に合わせ、ふれあい 

カフェを出店します。レギュラーコーヒーを入れお待ちしております  

開催日時：2018 年 10 月 13 日（土）9：00～15：00 

場  所：寺ヶ池公園噴水広場 

 

ふれあいステーション掲示板をご利用ください 

各自治会さん、各種団体さん等でポスターやお知らせがございまし

たら、寺ヶ池公園南東部にある「ふれあいステーション」内の掲示板

をご利用ください。 

詳しくは、下記メールアドレスまでお問い合わせください。 


